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太陽系天体の多様性と衝突現象
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SCI実験
スケール則による応用

実スケール実験による
直接応用
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研究の現状
1. 巨大衝突

2. 小惑星・氷衛星間の衝突

3. カイパーベルト天体間の衝突

4. 微惑星・微惑星前駆体同士の衝突

5. 微惑星前駆体同士の衝突

6. ダスト集合体の合体成長

7. ダスト付着成長

阪大レーザー研：レーザー加速
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小惑星・氷衛星間の衝突

• 衝突速度：1~8km/s

• 二段式軽ガス銃



二段式軽ガス銃：PAI製

試料用チャンバー

低温室側

速度計測部

加速部

・水素駆動が可能
・銃身内径：Φ4.7mm

・速度：1.7km/s~7.0km/s

・プレハブ低温室：-15℃

低温室



氷小惑星の探査

2.8AU、直径952km

Dawnによる小惑星Ceresの探査：2015年2月~

Dawn

・氷地殻を持つCeresに様々な種類
の小惑星が衝突してクレーターを
作ると考えられる
・多様な小惑星を模擬した弾丸で
のクレーター形成実験
・Ceres上のクレーターを予測する



氷クレーター形成実験
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・小惑星帯での平均衝突速度で氷上への
クレーター形成実験を行う

2.8km/s



研究の将来
1. 惑星探査と衝突実験

• はやぶさ２「小型搭載型衝突装置」

宇宙衝突実験による小惑星物質・構造
の解明とクレータースケール則の解明

2. 将来惑星探査のSEEDS

• 内部構造探査に向けた基礎研究

衝突人工震源に関わる実験



はやぶさ２：Small Carry on Impactor
宇宙衝突実験の実施

Small Carry-on impactor of HAYABUSA-2 Mission (IAC-11.A3.4.6)�

Configuration�

!   Total weight of SCI: <20 kg (incl. separation device) 
!   Size: φ300mm x h300mm 
!   Mounting position: -Z surface (asteroid side) of S/C 
�

��
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SCI宇宙衝突実験に関連した地上実験
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実スケール実験

室内模擬実験

2.6g/cm3, Φ3mm, 100mg 2.6g/cm3, Φ3mm, 100mg



衝突人工震源のための基礎研究

14

• 地震計の性能設計
• 震源用衝突体の選択


